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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期
第１四半期

累計(会計)期間

第51期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第50期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成20年４月１日
至平成21年３月31日

売上高（千円） 3,287,168 4,726,871 13,429,325

経常利益又は経常損失（△）（千円） 155,283 △68,834 786,526

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（千円）
61,038 △119,773 34,435

持分法を適用した場合の投資利益又は投資

損失（△）（千円）
11,613 － △107,683

資本金（千円） 897,128 － 897,128

発行済株式総数（千株） 37,248 － 37,248

純資産額（千円） 4,609,557 4,683,676 4,579,624

総資産額（千円） 10,093,588 12,858,208 10,172,078

１株当たり純資産額（円） 123.84 116.85 123.04

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
1.64 △3.22 0.93

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 3.00

自己資本比率（％） 45.7 33.8 45.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△607,261 △74,900 226,074

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△195,002 △831,037 △174,421

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
633,949 △22,100 457,615

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
291,707 164,512 969,291

従業員数（人） 383 583 388

　(注）１.第50期まで連結財務諸表を作成していないため、第50期第１四半期連結累計（会計）期間及び第50期（連結会

　　　　　計年度）に代えて第50期第１四半期累計（会計）期間及び第50期（事業年度）について記載しております。

　     ２.売上高には、消費税等は含んでおりません。

　     ３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第50期第１四半期累計（会計）期間及び第

　　　　　50期は潜在株式が存在しないため記載しておりません。第51期第１四半期連結累計（会計）期間は１株当たり

　　　　　四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社および当社の関係会社）は、当社（株式会社ジー・テイスト）及び子会社（株式会社グローバ

ルアクト）並びに親会社（株式会社ジー・コミュニケーション）により構成されております。なお、当第1四半期連結

会計期間より四半期連結財務諸表を作成することとなりました。 

　当社グループは寿司部門の「平禄寿司」「仙台平禄」「仙台下駄や」「味香」と居酒屋部門等の「とりあえず吾

平」「小樽食堂」「ハイカラヤ」「おむらいす亭」「ちゃんこ江戸沢」「しゃぶしゃぶすき焼きさかい」「牛丼屋

さかい」「アントニオ猪木酒場」「えん屋」「地魚屋」「海賓亭」「パドック」「唐竹家」「由」「アモール・デ

・ガウディ」「東京ヤミツキ酒場」「スパイスピエロ」「薩摩宝山」「炭一鉄」「ヤマダモンゴル」「旅籠家」

「まるさ水産」「とんかつ豚家」「キャッツカフェ」の営業名称にてチェーン店経営をいたしております。また、同

名称にて営業を行っているフランチャイズ加盟店への商品販売も行っております。

　また、親会社である株式会社ジー・コミュニケーションの傘下には、外食、教育事業を運営する複数の企業群が存在

しており、ライセンス契約による店舗・教室運営をいたしております。　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、関連会社であった株式会社グローバルアクトの株式を追加取得したため、連結

子会社となりました。なお、当該会社は特定子会社に該当し、有価証券報告書を提出しております。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 　　583　　(1,413)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

　　　　を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で

　　　　記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 378 (933)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

　　　　数（パートタイマー）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　前第１四半期連結会計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較分析は行っており

ません。（以下「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」においても同じ。）

(1）生産実績

　該当事項はありません。

(2）受注状況

　該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を店舗形態別に示すと、次のとおりであります。

店舗形態別

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）
金額（千円）

寿司部門

直営店売上 1,888,504

ＦＣ向売上等 13,654

小計 1,902,159

居酒屋部門等

直営店売上 2,592,966

ＦＣ向売上等 100,811

小計 2,693,777

教育部門

直営店売上 118,111

ＦＣ向売上等 12,822

小計 130,933

合計 4,726,871

    (注)　1. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 　　　   2. 寿司部門には、「平禄寿司」「仙台平禄」「仙台下駄や」「味香」が含まれております。

          3. 居酒屋部門等には、「とりあえず吾平」「小樽食堂」「ハイカラヤ」「おむらいす亭」「ちゃんこ江戸

　　　　　　 沢」「しゃぶしゃぶすき焼きさかい」「牛丼屋さかい」「アントニオ猪木酒場」「えん屋」「地魚屋」

　　　　　　「海賓亭」「パドック」「唐竹家」「由」「アモール・デ・ガウディ」「東京ヤミツキ酒場」「スパイスピ

　　　　　　エロ」「薩摩宝山」「炭一鉄」「ヤマダモンゴル」「旅籠家」「まるさ水産」「とんかつ豚家」「キャッツ

　　　　　　カフェ」が含まれております。

4．教育部門には、「ＮＯＶＡ」「ＩＴＴＯ個別指導学院」が含まれております。

 

２【事業等のリスク】

　　当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、また、前

　事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変動はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　１．株式譲渡契約の締結

　　　当社は、平成21年４月１日開催の取締役会において、株式会社グローバルアクトの株式を取得し子会社化すること

　　を決議し、同日付で同社の親会社である株式会社ジー・コミュニケーションと株式譲渡契約を締結いたしました。

 

 (１)取得の理由

　同日開催の取締役会において、平成21年８月１日を期して同社との間で吸収合併契約を締結することを決議いた

しました。その際、合併比率について、グローバルアクト普通株式１株について当社普通株式1.5株を割り当てるこ

とで両社が合意したことから、合併後の株式の希薄化抑制を目的とし、予め当社の持株比率を高め合併時の新株発

行を少なくするため、取得を決定したものであります。

 (２)株式の取得先

 　　  株式会社ジー・コミュニケーション

 (３)異動した子会社の概要

　　　 株式会社グローバルアクト

　　 ①主な事業内容

　　　 多業態のレストランチェーンの展開

　　 ②最近事業年度における個別業績の動向

　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 平成21年３月期

 売上高 8,560,442

 売上総利益 5,927,714

 営業利益 23,219

 経常利益 64,274

 当期純損失（△） △281,931

 資産の額 4,502,880

 負債の額 3,164,756

 純資産の額 1,338,124

 資本金の額 733,093

 従業員の数（人） 216

　 

 　　③取得の時期

 　　　平成21年４月１日

 　　④取得した株式の数

 　　　5,878,000株

 　　⑤取得価額

 　　　770,018千円（１株当り131円）

 　　⑥取得後の持分比率

 　　　65.52％

 　　⑦取得資金の調達方法

 　　　金融機関からの借り入れ及び自己資金

　

　

　２．吸収合併契約の締結

　　　当社は、平成21年４月１日、当社を吸収合併存続会社、株式会社グローバルアクトを吸収合併消滅会社とする吸収　

　　合併契約を締結し、平成21年８月１日に吸収合併いたしました。

　　　詳細については「第５　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりで

　　あります。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　　（１）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、金融危機の深刻化の影響が実体経済に大きな影響を与え、企業収

益の減少、雇用情勢の悪化による個人消費の低迷等依然として好転の兆しが見えない環境が続いております。

このような状況下、経営効率化の必要性から８月１日を期して株式会社グローバルアクトを吸収合併することを決

定、その前段といたしまして、４月１日より同社を子会社化することといたしました。

外食事業につきましては、寿司、居酒屋等両業態において、前連結会計年度に続きグランドメニューの見直しや、期

間を限定した「フェア」を定期的に開催し、お客様満足度の向上に努めてまいりました。

また、居酒屋業態を２店舗出店する一方、不採算店舗である寿司業態１店舗、居酒屋業態等３店舗を閉店、さらに、11

店舗で業態を変更いたしました結果、当第１四半期連結会計期間末の外食事業店舗数における直営店舗数は、寿司業

態88店舗、居酒屋業態等154店舗、計242店舗、FC店舗数は128店舗となりました。

教育事業につきましては、英会話教室「NOVA」、個別指導学習塾「ITTO個別指導学院」、両者併設「ITTO×NOVA」各

１校舎、計３校舎をFC加盟店より譲り受けた結果、当第１四半期連結会計期間末の教育事業直営校舎は31校舎となり

ました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間におきましては、売上高47億26百万円、営業損失１億円、経常損失68百万円、

四半期純損失１億19百万円となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況

    　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、１億64百万円とな

りました。

　  　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　  当第１四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は、74百万円となりました。これは主に税金等調

整前四半期純損失１億９百万円の計上、仕入債務の減少67百万円、減価償却費１億21百万円、のれん償却費45百万

円、法人税等の支払額１億86百万円によるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第１四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は、８億31百万円となりました。これは主に子会

社株式取得による支出７億70百万円、有形固定資産の取得による支出96百万円、投資不動産の賃貸による収入49百

万円によるものであります。

　　 (財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第１四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は、22百万円となりました。これは主に長短借入

による収入５億80百万円、長短借入金の返済による支出５億53百万円、社債の発行による収入１億50百万円、配当

金の支払額１億11百万円によるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　 　当第１四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、以下のとおりで

　　　 す。

 　　　　①子会社の財政状態の改善

　　　　 ②子会社の経営成績の改善

（４）研究開発活動

　　　 　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、改修、除却について

完了したものは、次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、改修、除却等はありません。
　
　①重要な設備の新設

　　該当事項はありません。　
 
　②重要な設備の改修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年６月30日現在）

店舗名 販売形態　 設備の内容
帳簿価額
(千円)

完了年月

仙台平禄

３店舗　
回転寿司　 店舗設備 22,457 平成21年４月～５月

とりあえず吾平

10店舗　
居酒屋　 店舗設備 49,766 平成21年４月～６月

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　③重要な設備の除却

　　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

 普通株式 37,248,000 46,044,134ジャスダック証券取引所
単元株式数100株

（注）1

計 37,248,000 46,044,134 － －

 （注）１．平成21年８月３日をもって単元株式数を1,000株から100株に変更しております。

　　　 ２．平成21年８月１日に合併いたしました株式会社グローバルアクトが平成18年５月24日に発行した新株予約権に

代わり、合併効力発生日に当社において新たに新株予約権を発行いたしました。なお、「提出日現在発行数」欄

には、平成21年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された株式数は含ま

れておりません。

３．平成21年８月１日おける子会社である株式会社グローバルアクトとの合併による新株発行に伴い8,796,134

株増加し、発行済株式総数は46,044,134株となっております。

　

（２）【新株予約権等の状況】

当第１四半期会計期間末以降において、会社法に基づき発行した新株予約権は次のとおりです。

平成21年８月１日取締役会決議

　 提出日現在

（平成21年８月14日）

　新株予約権の数（個） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　新株予約権に目的となる株式の種類 普通株式

　新株予約権の目的となる株式数（株） 　　　　　　　　　　　　　　　　 7,500

　新株予約権の行使時の払込金額（円） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　新株予約権の行使期間
　　　　　　　　　自　平成21年８月１日

　　　　　　　　　至　平成28年３月31日　

　新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

　発行価格及び資本組入額（円）

　　　　　　　　　発行価格　　　　　１

　　　　　　　　　資本組入額　　　　１
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　新株予約権の行使の条件　　　　　

 ①　新株予約権の割当を受けた者（以下、「新株予約権　　　　

 者」という。）は、当社を退職したときに限り、新株予

　 約権を行使することができる。ただし、この場合、新株

　 予約権者は、当社を退職した日の翌日（以下、「権利行

   使開始日」という。）から10日を経過する日までの間に

   限り、付与された新株予約権を一度に全て行使しなけれ

   ばならない。

 ②　各新株予約権１個当たりの一部行使はできないものと

   する。

 ③　新株予約権者は、新株予約権を質入れ、その他一切の

   処分をすることができない。

 ④　新株予約権者が死亡した場合、新株予約権者の相続人

   のうち、新株予約権者の配偶者、子、一親等の直系尊属

 に限り新株予約権を行使することができる。ただし、相続

人は、当該役員が死亡退職した翌日から３ヶ月を経過す

るまでの間に限り、新株予約権を行使できる。

　新株予約権の譲渡に関する事項  新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要する。　

　代用払込みに関する事項 －

　組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（注）平成21年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使は含まれておりません。　

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高

(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年4月１日～

平成21年6月30日
－ 37,248,000 － 897,128 － 960,426

 （注）平成21年８月１日における子会社である株式会社グローバルアクトとの合併による新株発行に伴い、発行済株式

総数が8,796,137株増加しましたが、これによる資本金及び資本準備金の増加はありません。

　

（５）【大株主の状況】

　当第１四半期連結会計期間において株式会社石野製作所は大株主でなくなり、第一生命保険相互会社が新たに

大株主となりました。　
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　27,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　37,217,000 37,217 －

単元未満株式 普通株式　　　 4,000 － －

発行済株式総数 37,248,000 － －

総株主の議決権 － 37,217 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。また、

        「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）
株式会社

ジー・テイスト
仙台市若林区大和
町五丁目33番18号

27,000 － 27,000 0.07

計 － 27,000 － 27,000 0.07

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高（円） 90 89 114

最低（円） 80 81 87

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

新任役員　

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

　
（千株）

就任
年月日

代表取締役

副社長
 倉本　勝正

昭和49年

10月17日生

平成５年４月 株式会社中部緑営入社

平成７年１月 鈴木興業株式会社入社

平成12年７月株式会社鈴庄入社

平成16年７月株式会社えん屋取締役社長就任

平成16年10月同社代表取締役社長就任

平成16年12月株式会社ジー・コミュニケーショ

ン取締役就任

平成17年４月株式会社サンウェイ取締役就任

平成17年６月株式会社ダイニング企画代表取締

役副社長就任

平成18年１月同社代表取締役社長就任

平成19年３月株式会社グローバルアクト代表取

締役社長就任

平成21年６月当社代表取締役副社長（選任）

平成21年８月当社代表取締役副社長就任

（現任）

(注) －

平成21年

８月１日

 

取締役
東京事業本

部長 
本橋　紀行

昭和37年

12月８日生

昭和55年４月株式会社全食入社

昭和59年３月株式会社サントネージュ入社

昭和60年３月株式会社サンウェイ入社

平成17年４月株式会社ダイニング企画入社

平成19年１月同社首都圏事業部本部長

平成19年３月株式会社グローバルアクト入社

平成20年４月同社直営事業本部長

平成20年６月同社取締役就任

平成20年９月同社取締役　首都圏事業本部長

平成21年６月当社取締役（選任）

平成21年８月当社取締役就任　東京事業本部長

（現任）　

(注) －
平成21年

８月１日　

取締役
東京商品開

発部長
平野　佳純

昭和30年

12月29日生

昭和49年４月月島物流サービス入社

平成３年12月株式会社すみだ「つぼ八」入社

平成６年８月 神戸「一休亭」入社

平成７年２月 株式会社鈴庄入社

平成16年10月株式会社えん屋総料理長

平成17年６月株式会社ダイニング企画商品部長

平成17年11月同社取締役就任　商品本部長

平成18年５月同社取締役企画本部長

平成19年３月株式会社グローバルアクト取締役

　就任　商品本部長

平成21年６月当社取締役（選任）

平成21年８月当社取締役就任　東京商品開発部

長（現任）

(注) －
平成21年

８月１日　

（注）平成21年６月25日開催の定時株主総会の終結の時から平成22年３月期に係る定時株主総会の終結の時までであり

ま

　　す。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

(2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

 

(3）前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は四半期連結財務諸表を作成していな

いため、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月

30日まで）に係る四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30

日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、なぎさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】
【当第１四半期連結会計期間末】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 164,512

受取手形及び売掛金 144,281

商品 36,451

原材料及び貯蔵品 118,235

その他 561,346

貸倒引当金 △5,386

流動資産合計 1,019,440

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 3,309,986

土地 1,889,576

その他（純額） ※1
 556,942

有形固定資産合計 5,756,505

無形固定資産

のれん 1,419,686

その他 53,086

無形固定資産合計 1,472,772

投資その他の資産

敷金及び保証金 4,213,891

投資不動産（純額） ※1
 207,849

その他 201,663

貸倒引当金 △13,914

投資その他の資産合計 4,609,490

固定資産合計 11,838,767

資産合計 12,858,208

負債の部

流動負債

買掛金 706,779

短期借入金 ※2
 2,249,146

1年内返済予定の関係会社長期借入金 249,360

未払法人税等 113,800

引当金 149,559

その他 1,257,913

流動負債合計 4,726,559

固定負債

社債 120,000

長期借入金 ※2
 1,802,076

関係会社長期借入金 744,614
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

引当金 124,567

負ののれん 84,681

その他 572,032

固定負債合計 3,447,972

負債合計 8,174,532

純資産の部

株主資本

資本金 897,128

資本剰余金 960,426

利益剰余金 2,493,909

自己株式 △2,288

株主資本合計 4,349,176

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 210

評価・換算差額等合計 210

少数株主持分 334,289

純資産合計 4,683,676

負債純資産合計 12,858,208
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【前事業年度末】
（単位：千円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 969,291

受取手形及び売掛金 55,346

商品 17,331

原材料及び貯蔵品 98,145

その他 562,452

貸倒引当金 △2,198

流動資産合計 1,700,369

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 1,914,388

その他（純額） ※1
 1,070,921

有形固定資産合計 2,985,310

無形固定資産 126,744

投資その他の資産

関係会社株式 1,490,281

敷金及び保証金 1,927,415

投資不動産（純額） ※1
 1,543,441

その他 413,933

貸倒引当金 △15,417

投資その他の資産合計 5,359,654

固定資産合計 8,471,709

資産合計 10,172,078

負債の部

流動負債

買掛金 421,660

短期借入金 ※2
 1,578,200

未払法人税等 207,810

引当金 47,676

その他 789,445

流動負債合計 3,044,793

固定負債

長期借入金 ※2
 1,909,700

退職給付引当金 101,681

その他 536,279

固定負債合計 2,547,660

負債合計 5,592,454
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（単位：千円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 897,128

資本剰余金 960,426

利益剰余金 2,724,875

自己株式 △2,288

株主資本合計 4,580,141

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △517

評価・換算差額等合計 △517

純資産合計 4,579,624

負債純資産合計 10,172,078
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 3,287,168

売上原価 1,148,723

売上総利益 2,138,445

販売費及び一般管理費 ※
 2,028,995

営業利益 109,450

営業外収益

受取利息 5,346

受取配当金 2

不動産賃貸料 49,709

受取手数料 21,685

雑収入 11,894

営業外収益合計 88,637

営業外費用

支払利息 16,828

不動産賃貸原価 24,812

雑損失 1,163

営業外費用合計 42,804

経常利益 155,283

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,455

特別利益合計 1,455

税引前四半期純利益 156,738

法人税、住民税及び事業税 57,995

法人税等調整額 37,704

法人税等合計 95,699

四半期純利益 61,038
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【当第１四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 4,726,871

売上原価 1,648,854

売上総利益 3,078,016

販売費及び一般管理費 ※
 3,178,463

営業損失（△） △100,447

営業外収益

受取利息 1,949

受取配当金 66

不動産賃貸料 52,957

受取販売手数料 38,377

負ののれん償却額 7,351

雑収入 17,185

営業外収益合計 117,888

営業外費用

支払利息 25,230

不動産賃貸原価 37,311

雑損失 23,733

営業外費用合計 86,275

経常損失（△） △68,834

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,623

受取補償金 29,951

店舗閉鎖損失引当金戻入額 2,000

債務保証損失引当金戻入額 8,925

特別利益合計 45,500

特別損失

店舗閉鎖損失引当金繰入額 72,802

減損損失 4,000

店舗閉鎖損失 9,536

特別損失合計 86,339

税金等調整前四半期純損失（△） △109,674

法人税、住民税及び事業税 71,071

法人税等調整額 △5,166

法人税等合計 65,905

少数株主損失（△） △55,806

四半期純損失（△） △119,773
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 156,738

減価償却費 99,493

負ののれん償却額 △6,954

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,242

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,455

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,978

受取利息及び受取配当金 △5,348

支払利息 16,828

売上債権の増減額（△は増加） 5,167

たな卸資産の増減額（△は増加） △330

仕入債務の増減額（△は減少） △251,430

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,202

その他 △80,148

小計 △61,377

利息及び配当金の受取額 4,692

利息の支払額 △20,755

法人税等の支払額 △529,821

営業活動によるキャッシュ・フロー △607,261

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △49,848

無形固定資産の取得による支出 △146

敷金及び保証金の差入による支出 △10,710

敷金及び保証金の回収による収入 21,760

営業譲受による支出 △195,114

投資不動産の賃貸による収入 49,709

投資不動産の賃貸による支出 △12,505

その他 1,851

投資活動によるキャッシュ・フロー △195,002

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,010,000

短期借入金の返済による支出 △442,000

長期借入れによる収入 420,000

長期借入金の返済による支出 △232,000

社債の償還による支出 △10,000

配当金の支払額 △111,664

その他 △385

財務活動によるキャッシュ・フロー 633,949

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △168,314

現金及び現金同等物の期首残高 460,022

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 291,707
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【当第１四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △109,674

減価償却費 121,616

減損損失 4,000

のれん償却額 45,495

負ののれん償却額 △7,351

賞与引当金の増減額（△は減少） 32,307

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,623

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,171

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 31,398

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △8,925

受取利息及び受取配当金 △2,016

支払利息 25,230

売上債権の増減額（△は増加） △21,223

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,047

仕入債務の増減額（△は減少） 67,472

未払費用の増減額（△は減少） △35,177

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,819

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 11,280

その他 614

小計 136,481

利息及び配当金の受取額 279

利息の支払額 △25,008

法人税等の支払額 △186,652

営業活動によるキャッシュ・フロー △74,900

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △96,966

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△770,018

敷金及び保証金の差入による支出 △860

敷金及び保証金の回収による収入 39,433

営業譲受による支出 △150

投資不動産の賃貸による収入 49,889

投資不動産の賃貸による支出 △31,744

貸付けによる支出 △18,000

貸付金の回収による収入 1,442

その他 △4,063

投資活動によるキャッシュ・フロー △831,037
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 480,000

短期借入金の返済による支出 △184,600

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △368,786

関係会社長期借入の返済による支出 △83,120

社債の発行による収入 150,000

自己株式の取得による支出 △28

配当金の支払額 △111,706

その他 △3,859

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,100

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △928,038

現金及び現金同等物の期首残高 1,092,551

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 164,512
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間より、株式会社グローバルアクトの株式を追加取

得し子会社となったため、連結の範囲に含めております。

（2）変更後の連結子会社の数

　　１社　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。

２．経過勘定項目の算定方法 　合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。　　 

３．固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、当連結会

計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっておりま

す。　　　 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、7,257,243千円

であります。

　　　投資不動産の減価償却累計額は、18,676千円であります。

※２．財務制限条項

　平成18年３月28日締結のシンジケートローン契約に下記の条項が付されております。

　各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額を、直前期の末日における単体の貸借対

照表の純資産の部の金額又は平成17年３月期の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか

大きいほうの75パーセント以上に維持すること。

　

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、3,050,742千円であります。

　　　投資不動産の減価償却累計額は、389,679千円であります。

※２．財務制限条項

　平成18年３月28日締結のシンジケートローン契約に下記の条項が付されております。

　各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額を、直前期の末日における単体の貸借対

照表の純資産の部の金額又は平成17年３月期の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか

大きいほうの75パーセント以上に維持すること。
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　　

　次のとおりであります。

役員報酬 18,195千円

給与手当 869,194 

退職給付費用 302  

地代家賃 336,812 

減価償却費 87,186 

賞与引当金繰入額 16,242 

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は　　

　次のとおりであります。

役員報酬 37,535千円

給与手当 1,297,906 

地代家賃 646,902 

減価償却費 113,404 

賞与引当金繰入額 32,307 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）
現金及び預金勘定 291,707千円
現金及び現金同等物 291,707 
 

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）
現金及び預金勘定 164,512千円
現金及び現金同等物 164,512 
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 37,248千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 27千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

  配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日

定時株主総会
普通株式 111,661 3.0平成21年３月31日平成21年６月26日利益剰余金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　　当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日） 

　外食事業の売上高及び営業損益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損益の金額の合計額に占める割合が

いずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】

　　当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日） 

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

　　当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日） 

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

１株当たり純資産額 116.85円

　

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 123.04円

　

２．１株当たり四半期純損益金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1.64円

    なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

  については、潜在株式が存在しないため記載しており

  ません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 61,038

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 61,038

期中平均株式数（千株） 37,221

 

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3.22円

    なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

  については、１株当たり四半期純損失であり、また潜

  在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純損失（△）（千円） △119,773

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △119,773

期中平均株式数（千株） 37,220
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（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　子会社との合併

　当社は、平成21年８月１日付で、連結子会社である株式会社グローバルアクトを吸収合併いたしました。

　

 　(１)合併の目的

　子会社である株式会社グローバルアクトとの重複営業エリアの活性化、境界エリアの人的資源の有効活用及び管

理部門の効率化を目的とするものであります。

 　(２)合併の方法及び合併後の名称

　当社を存続会社とする吸収合併であり、株式会社グローバルアクトは解散いたしました。合併後の会社の名称は、

株式会社ジー・テイストであります。

　　(３)相手会社の主要な事業の内容、規模（直近期の売上高、当期純利益、資産・負債及び純資産の額、従業員数

　　　　等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 平成21年３月期

 売上高 8,560,442

 売上総利益 5,927,714

 営業利益 23,219

 経常利益 64,274

 当期純損失（△） △281,931

 資産の額 4,502,880

 負債の額 3,164,756

 純資産の額 1,338,124

 資本金の額 733,093

 従業員の数（人） 216

 

　　(４)合併比率

　　　　株式会社グローバルアクトの株式１株に対して、株式会社ジー・テイストの株式1.5株を割り当てました。

　 (５)合併により発行した数

　合併に伴い交付した株式総数　　　　　　　8,823,526株

　うち合併に伴い新たに発行した株式数　　　8,796,134株

　うち自己株式から割当に充当した株式数 　　  27,392株

　合併に伴い交付した株式は全て普通株式であります。また、合併交付金の支払いはありません。

　　(６)増加すべき資本等

　資本金　　　　　　　　　増加しない

　資本準備金　　　　　　　増加しない

　その他資本剰余金　　　　株主資本等変動額

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

株式会社ジー・テイスト

取締役会　御中

なぎさ監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 山根　武夫　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西井　博生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジー・テイ

ストの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第50期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の

立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行っており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジー・テイストの平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

　追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成20年６月30日開催の取締役会において、株式会社ジー・エデュケー

ションから４校舎の事業譲受を決議し、平成20年７月１日をもって譲り受けている。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月13日

株式会社ジー・テイスト

取締役会　御中

なぎさ監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 山根　武夫　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西井　博生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジー・テイ

ストの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジー・テイスト及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、平成21年８月１日付けで、連結子会社である株式会社グローバルアクトを吸収

合併している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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